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ずいぶん昔(半世紀くらい)のことになりますが、私が高校生だった頃、受験生のバイブルといわれたものに「試験

に出る英単語」(青春出版社刊)というものがありました(今でもあるそうです)。通称「シケ単」とか「でる単」とも

称されていました。何が受験生に受けていたかと言えば、過去の試験を徹底的に分析し、ナント英単語が試験の頻出

順に並んでいるところでした。藁にもすがる思いで一心不乱に覚えた事を思い出しました。今、世間で使われている

単語を頻出順に並べるとしたら、間違いなくトップは「暑い」ではないかと思います。今年の夏も間違いなく酷暑に

なりそうです。最近、朝起きて最初にすることは、冷房のスイッチを入れることになっています。外気温と室温の差

が大きくなるとついつい体調も崩しがちです。特に、身体の冷えには注意が必要です。「冷えは万病のもと」、ま

た、冷えに対する耐性も人ぞれぞれです。冷房の効いた教室では、長そでブラウスや白のベストを着用することでう

まく調整してください。 

  

先日、本校のスクールサポーターが来校され、話をする機会がありました。「本校生を見るとホッとする」「とて

も素晴らしい」とお褒めの言葉をたくさんいただき、聞いている私もうれしくなりました。話の中で、「カトリック

を学ぶことは世界を知る事だ」という意味のことを言われ、驚かされました。現在、日本のカトリック信者数は

418,101人だそうです（「2023カトリック教会現勢」より抜粋)。これは日本の全人口の約0.33％にあたります。数だ

けで見るとカトリックは日本人の中では少数派なのかもしれません。そのことに、自分の中で、ときに引き気味に

なってしまったりすることもあったなかで、「世界人口は約73億人といわれるが、その約3分の1がキリスト教徒で

あり、約14億人がカトリック教徒であること。信者数では世界一であること。アメリカもイギリスも、ロシアをはじ

め主だった国の多くはキリスト教国だということに私たちは気づくべきだ。世界に出て行こうとするならば、世界を

知ろうとするならばキリスト教（カトリック）の世界観を知らねばならない」と強調されていました。「目から鱗」

でした。単純に多いから良いというわけではないですが、これだけ多くの人々の心の支えとなっている事実に、もっ

と私たちは自信と誇りを持つべきだと感じました。これから、「カトリックこそグローバルスタンダードであるこ

と。」「世界を知りたいならばキリスト教を知るべきであること」を中学生とその保護者に胸を張って訴えていこう

と思っています。「山椒の実は小粒でもぴりりと辛い」、福岡海星女子学院高等学校、手のひらサイズの小さな学校

ですが、志は大きく、世界に繋がっている学校です。 

 

6月27日(金)、気象台は九州南部、九州北部、四国、中国、近畿地方で梅雨明けが発表されました。九州南部以外

はいずれも統計開始以来、最も早い梅雨明けだそうです。梅雨の日数は九州北部、四国、中国で過去最も短かったと

報道されています。もうすぐ待ちに待った夏休みもやってきます。先ずは1学期をしっかりと締めくくりましょう。 

 １年A組・２年A組の生徒達が、福岡外語専門学校の留学生に日本の文化や行事をプレゼンテーションで紹

介し、留学生に日本についての理解を深めてもらうとともに、留学生は自国の紹介をし、本校生徒達はそれ

ぞれの国の事情を知ることができました。参加していただいた留学生は、アメリカ、イギリス、カナダ、

オーストラリア、ドイツ、フランス、イタリア、トルコ、パナマ、スウェーデン、デンマークの出身です。

海星にいて、世界一周旅行ができたような一日でした。 

卓球部 

こんにちは、卓球部です。 

高校総体では地区大会において、

シングルスではベスト8が2名、ベス

ト32が6名。ダブルスは、ベスト8が2

組、ベスト16が1組。団体戦は6位に

入賞することができました。 

今回の結果でシングルス8名、ダブ

ルス3組、団体戦において県大会に

出場しました。 

国体予選では地区予選において、

ベスト８が2名、ベスト16が1名、ベス

ト32が1名。 

県予選では以上の4名と推薦選手

が3名、計7名が出場をしました。 

日々、選手一同練習に励み取り組

んでいきます。今後も応援よろしく

お願いします。 



生徒会長より 

皆さんこんにちは！ 

このたび第１６期生徒会長を務めることになりました、２年C

クラスの西塔このみです。 

 

 私は昨年から生徒会副会長という立場で生徒会活動や学

校行事に取り組んできました。その経験を活かし、一人ひと

りに楽しく、元気にスクールマナーを守る学校生活を送って

もらえる工夫をしたいと思っています。 

 生徒会を中心に新たな取り組みや、スクールマナーの見

直しを行い、皆さんが気持ちよく学校生活を送れるよう様々

な意見を取り入れて、見直し、改善に力を入れていきたいと

考えています。 

 持ち前の笑顔で周りを明るくし、一人ひとりが輝ける素敵

な学校にしていきます。困っている人、苦しみやつらさの中

にいる人を一人にしない、誰かのために手をさしのべること

ができる海星の一人ひとりでありますように。 

こんにちは！バレーボール部です。 

3月に行われたとびうめ杯では3位、先日行われた天皇杯・皇后杯の中部地区予選では宇美商業高校・筑紫女学園高校

に勝利し県大会出場を決めました！ 

 バレーボール部 

 

  

 

 6月4日（水）5.6時間目に、地域とのつながりを深め、環境美化に貢献することを目的

として、ラブアースクリーン活動を実施しました。当日は天候にも恵まれ、整美委員を

中心に全校生徒と教員で活動しました。 

 校内、学校周辺の道路、公園、を中心に約1時間にわたって清掃を行いました。 

 軍手をはめ、ゴミ袋やトングを手に、落ち葉や空き缶、ペットボトルなどを丁寧に拾

い集めたり、草むしりをしたりしました。通行中の地域住民の方々から「ご苦労さま」

「ありがとう」といった温かい声をかけていただく場面もあり、生徒たちの励みとなり

ました。 

 この活動を通して、生徒たちは地域社会の一員としての自覚を深めるとともに、公共

の場を大切にする意識を高めることができました。今後も継続的にこのような取り組み

を行い、地域との信頼関係を築いていきたいと考えています。 

ラブアースクリーン 


